
■第４回陸奥の国のまちづくりワークショップ 意見のまとめ  青グループ 

 

 現況の問題点 将来のイメージ 整備・保全・改善の考え方 

山林 
○山林の間伐不足（木の単価

が安く採算がとれない） 

○ヒバなどその土地に見合ったものを植樹する 

○個人所有の山林の維持、管理 

○手入れをするための支援を強化する 

防災 

○砂防ダム建設による自然破

壊 

○むつ病院のそばに防災へリポートを整備する 

（公園を拡大して整備、市役所跡地の活用） 

○空地を活用した行き止まり道路の解消 

（ミニ区画整理） 

○市街地の空地を１箇所に集めて有効利用する 

○民間での調整は難しいため、行政の支援が必要 

農地  ○里山の保全 ○耕作放棄地の活用を検討していく 

文化資源 

○文化財はたくさんあるが、

市内に博物館がない 

 

○廃校舎、グランドの有効利用（集落のシンボルと

して子孫に残す、例えば公園化、集団農地化） 

○博物館、展示場の整備（廃校舎の利用） 

 

自然地・水辺 

○脇野沢などの海岸が磯やけ

し、荒れている。 

○海岸の保全方法が難しい

（海産物の保護） 

○自然のありがたみの継承 

○田名部川の未改修区間のカヤを残す（野鳥が飛来

する） 

○自然の沢の保全と活用（禁漁区としてイワナ等を

守る） 

○畜産業の誘致など自然を雇用に活かす 

 

公園 

○住宅地に児童公園が整備さ

れているが、利用者が少な

い公園もある 

○ニーズが多様化しており、

遊具などの対応ができてい

ない 

○代官山公園の活用、アクセス道路の整備 

○自然の保全を目に見える形にする（公園の活用と

保護） 

○海岸、河川の保全の必要性についての検討 

 



 

 

 

 

・代官山公園の活用促進 

・アクセス道路の整備 

公園の拡大整備（むつ病院の防災ヘ

リポートの整備） 


